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このたびは「ストラップフォン　 」をお買い上げいた
だき、誠に有難うございます。
ご使用の前に必ず本書をお読みになり、正しくお取り扱いくだ
さい。
また、本書をご覧いただいたあとは、大切に保管してください。

ご注意

本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。
本書の画面表記は一例です。実際の画面とは異なる場
合があります。
本書の内容については万全を期しておりますが、万一
ご不審な点や記載漏れなどにお気づきの場合はご連絡
ください。

※本書では、「ストラップフォン　 」を「本機」と表現
させていただいております。あらかじめご了承ください。

はじめに
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本書ではメニューの項目選択や機能の呼び出し操作を以下
のように表記して説明しています。

操作手順の記載例と実際の操作
（例）

待受画面
9 Q［MENU］
9 「マナーモード」
9 「マナーモード選択」

「標準」 ：標準マナーモードに設定
「サイレント」：サイレントマナーモードに設定
「ユーザー設定」：ユーザー設定マナーモードに設定
「マナーモード解除」：マナーモード解除

a

e

A

B

C

D

待受画面でセンターキー を押します。
カーソルキー で「マナーモード」にハイライト表示
を移動して を押すか、またはダイヤルキー を押し
ます。
カーソルキー で「マナーモード選択」にハイライト表
示を移動して を押すか、またはダイヤルキー を押
します。
カーソルキー で「」内の項目にハイライト表示を移動
して を押すか、またはダイヤルキー ～ のいずれ
かを押して選択します。

操作説明について
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はじめに

操作説明について

お使いになる前に

安全上のご注意
ご使用上のご注意
内容物・付属品の確認
各部の名称と機能
ディスプレイ
充電する
電源を入れる／切る
キー操作の基本
時計の設定
暗証番号の変更
認証情報の表示

電話

電話をかける
電話を受ける
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文字入力

文字を入力する

メール

オンラインサインアップを行う
メールを作成／送信する
メールを受信する
メールを返信／転送する
ライトメールを使用する

付録

故障かな？と思ったとき
お問い合わせ窓口
索引
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安全上のご注意

ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、
正しくご使用ください。
また、お読みになった後は大切に保管してください。
ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への
危害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載して
いますので、必ずお守りください。
次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした
場合に生じる危険や損害の程度を説明しています。

この表示は、取り扱いを誤った場合使用者が死
亡または重傷を負う危険が切迫して生じること
が想定される内容です。
この表示は、取り扱いを誤った場合使用者が死亡
または重傷を負う可能性が想定される内容です。
この表示は、取り扱いを誤った場合使用者が傷
害を負う可能性が想定される内容及び物的損害
の発生が想定される内容です。

お使いになる前に
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次の表示区分は、お守りいただく内容を説明しています。

禁　止
禁止（してはいけないこと）を示す記号です。

分解禁止
分解してはいけないことを示す記号です。

水濡れ禁止

水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたりし
てはいけないことを示す記号です。

ぬれ手禁止
濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号です。

強　制
強制（必ず実行していただくこと）を示す記号です。

電源プラグを抜く

電源プラグをコンセントから抜いていただくこと
を示す記号です。
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本体、 アダプタ（別売）共通

強　制

必ず専用の周辺機器をご使用ください。
専用の周辺機器以外を使用すると破裂・発火・火
災・漏液の原因となります。
周辺機器： アダプタ（別売）

禁　止

火や暖房器具のそばなど、高温になる場所で使用・
放置しないでください。
また、水に濡れた場合でも電子レンジなどの加熱
用機器で乾燥させないでください。
発熱・破裂・発火・故障の原因になります。

分解禁止

分解・改造・修理しないでください。
発熱・破裂・発火・感電・けが・故障の原因となりま
す。電話機の改造は電波法違反になります。

水濡れ禁止

ぬれ手禁止

水、汗、海水などの液体で濡らさないでください。
また水などが直接かかる場所や風呂場など湿気の
多い場所での使用、濡れた手での使用はしないで
ください。
電子回路のショートにより発熱・感電・火災・故障
の原因となります。万一液体がかかってしまった
場合には直ちに電源プラグをコンセントから抜い
てください。
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禁　止

通電状態で接続端子に手や指など身体の一部が触
れないようにしてください。
感電・けがの原因となります。

禁　止

導電性異物（金属片、鉛筆の芯など）を 接続端
子に接触させたり、内部に入れたりして接続端子
をショートさせないでください。
発熱・破裂・発火・感電・故障の原因となります。

強　制

使用中に発煙・異臭などの異常が発生したときに
は直ちに使用を中止してください。異常が発生し
た場合は電源を切り、 アダプタ（別売）のプラ
グを抜いて下さい。
発熱・破裂・発火・故障の原因になります。

強　制

所定の時間を超えても充電が完了しない場合は、
充電をやめて下さい。
内蔵バッテリの液漏れ・破裂・発火・火災・発熱の原
因となります。ウィルコムサービスセンター、エイ
ビットサポートセンターまでご連絡ください。

強　制

水に濡れたり、落下したり、破損したりした場合は
そのまま使用せず、ウィルコムサービスセンター、
エイビットサポートセンターまでご連絡ください。
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禁　止

直射日光のあたるところや炎天下の車内など、高
温になる場所で使用・放置しないでください。
故障・発熱・発火の原因になります。

禁　止

引火性ガスや油煙が発生する場所では使用しない
でください。
ガスに引火し、破裂・発火・火災の原因となります。
ガソリンスタンドでの給油中など、引火性ガスが
発生する場所では電源を切り、充電もしないでく
ださい。

禁　止

高所から落下させる、投げつける、踏みつけるなど
強い衝撃を与えないでください。
破裂・発火・火災・発熱・故障の原因となります。

禁　止

乳幼児の手の届く場所に置かないでください。
けがなどの原因となります。

禁　止

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所
に置かないでください。
落下、破損、けがの原因となります。

禁　止

外部から電源が供給されている状態の本機、
アダプタ（別売）に長時間触れないでください。
低温やけどの原因になります。
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本体について

禁　止

落下により破損し、本機内部が露出した場合、露出
部分に手を触れないでください。
感電・破損・けがの原因となります。

禁　止

クギをさしたり、ハンマーで叩いたり、踏みつけた
りしないでください。
破裂・発火・破損・発熱の原因となります。

強　制

心臓の弱い方は音量の大きさの設定に注意してく
ださい。
心臓に影響を与える可能性があります。

強　制

内蔵バッテリ内部の液体などが目に入った場合
は、こすらずすぐにきれいな水で十分洗ったあと、
直ちに医師の治療を受けて下さい。
放置すると失明するおそれがあります。
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禁　止

自動車・バイク・自転車などの運転中には使用しな
いでください。
交通事故の原因となります。自動車・バイク運転中
の の使用は危険なため法律で禁止されてい
ます。また自転車運転中の使用も法律等で罰せら
れる場合があります。

禁　止

赤外線ポートを目に向けて赤外線通信を行わない
でください。
目に影響を与える可能性があります。

強　制

航空機内などの使用を禁止された場所では本機の
電源をお切りください。
電子機器などに影響を与え、事故の原因となります。

強　制

屋外で雷鳴が聞こえた場合には、直ちに本機の使
用を中止してください。
落雷・感電の原因となります。雷鳴が聞こえた場合
は使用を中止し、直ちに屋内などの安全な場所に
避難してください。
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強　制

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細
動器、その他医用電気機器の近くで本機を使用さ
れる場合は、電波によりそれらの装置、機器に影響
を与える恐れがあるため、次のことを守ってくだ
さい。
植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型
除細動器を装着されている方は、本機を心臓
ペースメーカーなどの装着部から 以上
離して使用してください。
満員電車の中など混雑した場所では、付近に心
臓ペースメーカー、植込み型除細動器を装着さ
れている方がいる可能性がありますので、本機
の電源を切ってください。
医療機関の外で植込み型心臓ペースメーカー
および植込み型除細動器以外の医用電気機器
を使用される場合（自宅療養など）は、電波によ
る影響について個別に医用電気機器メーカー
などにご確認ください。
医療機関の屋内では以下のことに注意してく
ださい。

手術室、集中治療室（ ）、冠状動脈疾患監
視病室（ ）には本機を持ち込まないでく
ださい。

病棟内では本機の電源を切ってください。

ロビーなどであっても付近に医用電気機器が
ある場合は、本機の電源を切ってください。

医療機関が個々に使用禁止、持込禁止など
の場所を定めている場合は、その医療機関
の指示に従ってください。

13

お
使
い
に
な
る
前
に



強　制

高精度な電子機器の近くでは電源をお切りください。
電子機器に影響を与える場合があります。
＜影響を与えるおそれがある機器の例＞
心臓ペースメーカー、補聴器、その他の医用電
子機器、火災報知器、自動ドアなど。
医用電子機器をお使いの場合は、電波による影
響について機器メーカーまたは販売者にご確
認ください。

強　制

内蔵バッテリが漏液したり異臭がするときは直ち
に使用を中止してください。また、万一近くに火気
がある場合は、火気から遠ざけてください。
漏液した液体に引火し、破裂・発火の原因となります。

強　制

内蔵バッテリの液体などが皮膚や衣服に付着した
場合は、直ちにきれいな水で十分に洗い流して下
さい。
皮膚がかぶれたりする原因となります。
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禁　止

キャッシュカードなどの磁気を帯びた記録媒体や
電子機器、金属製品を近づけないでください。
磁気データ消失の原因となります。

禁　止

赤外線通信でデータを送信するときに、赤外線ポー
トを他の赤外線装置に向けないでください。
赤外線装置が誤動作するなどの影響をあたえるこ
とがあります。

禁　止

一般のゴミと一緒に捨てないでください。
不要になった本機はウィルコムサービスセン
ター・ウィルコムプラザなどにお持ちいただくか、
電池の回収を行っている市町村の指示に従ってく
ださい。

強　制

自動車内で使用する場合、まれに車載電子機器に
影響を与える場合があります。
安全走行を損なうおそれがありますので、その場
合は使用しないでください。

アダプタ（別売）について
アダプタに添付されている取扱説明書をお読みください。
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■免責事項について
本機は、その故障や誤動作が結果として人命に影響を
与えるような用途、たとえば生命維持装置、航空宇宙機
器、原子力設備や機器など極めて高い信頼性の要求さ
れる用途を意図して設計・製造されておりません。これ
らの装置、機器、設備などに本機を使用されて発生した
人身事故、物的損害、社会的損害などに関して当社では
いかなる責任も負いかねますのであらかじめご了承く
ださい。
本機の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事
業利益の損失、事業の中断、記憶内容の消失など）に関
して、当社はいかなる責任も負いかねますのであらか
じめご了承ください。
取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損
害に関して、当社は一切の責任を負いかねますのであ
らかじめご了承ください。
当社指定の外部機器、ソフトウェアとの組み合わせによ
る誤動作などから生じた損害に関して、当社は一切の責
任を負いかねますのであらかじめご了承ください。
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ご使用上のご注意

本機に無理な力を加えないでください。
無理な力が掛かるとディスプレイや内部の基板などが破
損し、故障の原因となりますので、衣類のポケットに入れ
て座ったり、多くのものが詰まった荷物の中に入れたり
しないようにご注意ください。外部に破損がなくても、保
証の対象外となります。
極度な高温、低温、多湿は避けてください。
周囲の温度５℃～３５℃、湿度３５％～８５％の範囲内
で使用してください。
ほこりや振動の多い場所では使用しないでください。
一般電話、テレビ、ラジオなどからなるべく離れて使用し
てください。
一般電話、テレビ、ラジオなどを使っている近くで使用す
ると、影響を与える場合がありますので、なるべく離れて
使用してください。
ディスプレイを硬いものでこすったりして傷つけないよ
うにご注意ください。
寒い屋外から急に暖かい室内に移動した場合や湿度の高
い場所で使用された場合、電話機内部に水滴が付くこと
があります（結露といいます）。このような条件下での使
用は故障の原因となりますのでご注意ください。
エアコンの吹き出し口などの近くに置かないでください。
急激な温度変化により結露すると、内部が腐食し故障の原
因となります。
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通話中の温度について
通話中に温かくなることがありますが異常ではありません。
長時間の通話は避けてください。
長時間の通話は聴力に悪い影響を与えます。
夏季の閉めきった車内に放置するなど極端な高温や低温
環境では、内蔵バッテリーの容量が低下し、利用できる時
間が短くなります。できるだけ常温でお使いください。
はじめてご使用になるときや、長時間ご使用にならなかっ
たときは、ご使用前に充電してください。
静電気や電気的ノイズの発生しやすい場所での使用や保
管は避けてください。
故障や、製品性能に影響を与える場合があります。
腐食性の薬品の近くや腐食性ガスの発生する場所に置か
ないでください。
故障、内部データの消失の原因となります。
汚れた場合は柔らかい布で乾拭きしてください。
ベンジン、シンナー、アルコール、洗剤などを使用すると
外装が変質するおそれがありますので、使用しないでく
ださい。
動作確認済の ケーブル以外は使用しないでくださ
い。故障の原因になります。
＜動作確認済＞

製 シリーズ
製

最新の動作確認状況については、エイビットサポートペー
ジをご覧ください。
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内容物・付属品の確認
●ストラップフォン （WX06A） ●クイックスタートガイド （保証書）
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各部の名称と機能

②

⑤
⑦
⑨

⑩

①

③

④
⑥
⑧

⑫
⑪

⑰
⑱

⑮
⑯

⑭

⑬
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ランプ
・電話着信中や不在着信があるときに点滅
・ライトメール受信中や新着メールがあるときに点滅
・充電中は赤色に点灯し、充電が完了すると消灯
受話口（レシーバー）
ディスプレイ
左ファンクションキー
・ファンクションキーとして画面左下に表示される機能
を実行
右ファンクションキー
・ファンクションキーとして画面右下に表示される機能
を実行
カーソルキー
・画面上のカーソルを上／下／左／右方向に移動
・ ：発信履歴を表示（待受画面）
・ ：着信履歴を表示（待受画面）
・ ：音声着信音量設定（待受画面）
センターキー
・メインメニューを表示（待受画面）
・各機能を設定／登録
・選択した項目を確定
・ファンクションキーとして画面中央下に表示される機
能を実行
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発信･通話キー
・電話をかける／受ける
・文字入力時の文字入力モード切替
電源・終話キー
・電源を入れる／切る（ 秒以上）
・電話を切る
・機能を終了
・待受画面に戻る
ダイヤルキー ～
・電話番号や文字、数字を入力
・ ：マナーモードを設定／解除（待受画面、 秒以上）
・ ：安全運転モードを設定／解除（待受画面、 秒以上）
ハンドストラップ取付穴

端子接続部
・充電時に アダプタまたは ケーブルを接続
・ ケーブルで と接続
・イヤフォン変換アダプタを接続
送話口（マイク）
キーロックスイッチ

キャップ
スピーカー
赤外線ポート
アンテナ

※ 本書では、キーの表記を上のように簡略化しています。
あらかじめご了承ください。
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ディスプレイ

ディスプレイ表示エリア

ピクト表示エリア

操作ガイド表示エリア

ピクト表示
① ② ③～⑤⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

※説明のためすべて表示しています。
（実際の表示とは異なります）

23

お
使
い
に
な
る
前
に



ピクト ピクトの内容
① 電波受信レベルの表示

微弱　←－－－－－－－－－→　強
圏外

② 安全運転モード設定中

③ 未読ライトメールあり

④ 未読 メールあり

⑤ 未読ライト／ メールあり

⑥ 接続中

⑦ 電池残量の表示

要充電　←－－－－－－－→　十分
充電中

⑧ マナーモード設定中
マナーモード

サイレントモード

ユーザ設定マナーモード

⑨ アラーム設定中
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⑩ センター留守電あり

⑪ 新規留守録あり

⑫ 自動位置情報送出設定中

⑬ 通信方式の表示
パケット方式

フレックスチェンジ方式

（ギャランティ型）

（ベストエフォート型）
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操作ガイド表示エリア

操作ガイド表示エリアには、左右ファンクションキーまた
はセンターキーで選択／実行される機能が表示されます。

リモートロックが設定されている時は、図のように操作ガ
イド表示エリアに☆が表示され、左右ファンクションキー
またはセンターキーを使用する事はできません。

ガイドスクリーン表示

一定時間無操作状態が続くと、ガイドスクリーンが画面に
オーバーラップ表示されます。
設定により 及び表示時間の変更が可能です。
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充電する

アダプタ（別売）を使って充電する

アダプタのコネクタを刻印面を上にして本機の
端子接続部に接続する

アダプタのプラグを起こしコンセントに差し込む
充電中はランプが赤く点灯し、液晶画面の電池アイコン
が充電中のアイコンに切り替わります。充電が完了する
とランプは消灯します。

充電が終わったら アダプタのコネクタを 端
子から引き抜く

アダプタのプラグをコンセントから抜く
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ケーブルで充電する
ケーブルを使って と接続することで充電する事が

可能です。
その場合、 側の ポートの電流出力が 以上で
あることを確認してください。

ご注意

動作確認済 ケーブル以外を使用すると故障の原因に
なります。ご注意ください。

電池残量の確認
ピクト表示エリアの電池アイコンに電池残量が表示されます。

ご注意

本機は電池を取り外すことができません。

28

お
使
い
に
な
る
前
に



電源を入れる／切る

電源を入れる
を 秒以上押す

「 」ロゴが表示されます。表示されたら を離してく
ださい。
その後待受画面が表示されます。
サービスエリア内にいる場合は電波受信レベルがピクト表示され
ます。

電源を切る
を 秒以上押す

「 」が表示されたら を離して下さい。

ご注意

電源を入れる際は「 ロゴ」が表示された時点で、電
源を切る際は「 」が表示された時点で
を離して下さい。
どちらの場合もそのまま を押し続けていると、再
起動される場合があります。再起動後は時計が「 年
月 日 時 分」になりますので、自動日時補正を
にしている場合は時計の設定を行って下さい。
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キー操作の基本

各種メニュー画面の基本操作
メインメニュー

現在カーソルのあるアイコンがハイライト表示され、項目
名が画面下に表示されます。

カーソルキー カーソル移動

センターキー 実行
※本書ではメインメニューの項目を「電話」「メール」等と表
記します。
※ ： または を押す
： または を押す
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基本メニュー
現在カーソルのあるメニュー項目がハイライト表示されます。

カーソルキー 項目選択

センターキー 決定／実行
またはメニュー項目に番号が表示されている場合は
ダイヤルキー ～ ：メニュー項目選択＋決定／

実行
左ファンクションキー ：前の画面に戻る
右ファンクションキー ：サブメニューの表示
電源・終話キー ：前の画面または待受画面に

戻る
※本書では、上の図のようなメニュー項目を 「画面・照明」、
「音バイブ 」等と表記します。

31

お
使
い
に
な
る
前
に



サブメニューの操作
サブメニューのあるメニュー表示中に を押すとサ
ブメニューが表示されます。

上下カーソルキー 項目選択

センターキー 決定／実行
左ファンクションキー ：前の画面に戻る
（サブメニューによって異なります）
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ファンクションキーの操作
操作ガイド表示エリアに表示されている機能を選択／実行
する時はそれぞれに対応するキー を押し
ます。

O Q P

電話帳 メイン
メニュー

留守電

設定によりファンクションキーの表示 及び表示時
間の変更が可能です。
※本書ではファンクションキーを［ ］［電話帳］等と
表記します。
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時計の設定

日付と時刻の設定

待受画面

［ ］

「設定」

「時計設定」

「日時設定」

年／月／日／時／分を選択

または ～ 値を修正

確定
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自動日時補正の設定
自動的にセンターと通信を行い日時の補正を行います。
（お買い上げ時設定： ）

待受画面

［ ］

「設定」

「時計設定」

「自動日時補正」

「ＯＮ」または 「ＯＦＦ」

メモ

自動日時補正は以下のタイミングで行われます。
自動日時補正の設定を から に変更してから
最初に待受画面を表示した時
自動日時補正を行ってから約 日後
設定リセットまたは端末初期化を行った時
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表示モードの設定
時刻表示の 時間 時間表示を設定します。
（お買い上げ時設定： 時間表示）

待受画面

［ ］

「設定」

「時計設定」

「表示モード」

「 時間表示」または 「 時間表示」
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暗証番号の変更

本機の暗証番号を変更します。お客様の個人情報を保護す
るため、お買い上げ時の暗証番号を変更することをおすす
めします。
（お買い上げ時設定： ）
待受画面

［ ］
「設定」
「セキュリティ」
「暗証番号変更」
現在の暗証番号を入力
新しい暗証番号を入力
再度、新しい暗証番号を入力

メモ

暗証番号は必ずお手元にお控えください。
この暗証番号は、ご契約の際にお申込書にご記入いた
だいた暗証番号とは異なります。

ご注意

万一暗証番号をお忘れになった場合は、有償修理となります。
修理に関してはウィルコムサービスセンターまでご連絡くだ
さい。
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認証情報の表示

本製品は、電波法ならびに電気通信事業法に基づく技術基
準に適合し、技術基準適合マークを画面に表示することが
できます。
表示の操作方法は、次の通りです。
待受画面
［ ］

「設定」

「認証情報表示」

「技術基準適合」

ご注意

本製品は技術基準適合マークや認証・認定番号を電磁
的方法で表示する製品であるため、本製品が破損・故障
などで技術基準適合マークや認証・認定番号が表示で
きなくなった場合は速やかに修理を依頼するなどして
技術基準適合マーク及び認証・認定番号が表示できる
ようにしてください。
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電話をかける

電話番号を入力してかける

待受画面

電話番号を入力

（通話が終わったら）

待受画面

メモ

待受画面で電話番号を入力するか を押すと番号
入力画面が表示されます。

を押してから電話番号を入力した場合、最後の入
力から一定時間経過すると自動的に発信します。
固定電話へ掛ける時は市外局番から入力してください。

／携帯電話へ掛ける場合には から始まる 桁
の電話番号を入力してください。

を押すと直前の番号を消去します。

電話
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通知／非通知を指定してかける
電話番号を相手に通知しない場合

待受画面

電話番号を入力

電話番号を相手に通知する場合

待受画面

電話番号を入力
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電話番号を先に入力した場合や発着信履歴から電話番号
を選んで発信する場合

番号入力画面

「 設定」または 「 設定」

メモ

入力した電話番号の先頭に または を付加します。
桁以上の番号が入力されている場合は付加しません。

すでに が付加されている場合に ［ 設定］を選ぶ
と番号の先頭から を削除し、［ 設定］を選んだ場
合は を に置き換えます。（ の場合も同様）
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電話を受ける

着信画面

（通話が終わったら）

待受画面
エニーキーアンサーを有効にしている場合には ～

でも電話を受けることができます。
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文字を入力する

文字入力画面での操作方法は、電話帳編集やメール作成な
どの各機能で共通です。

文字入力画面とキー操作

ライトメール本文入力画面の例
文字入力画面では以下のキー操作が可能になります。

キー 機　能
文字入力モードの切替
１文字消去
サブメニュー表示
入力位置の移動

文字入力の終了
文字入力の中止

文字入力
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ひらがな入力中は以下のキーの機能が変わります。

キー 機　能
（なし）
変換次候補表示
変換前候補表示
文節切替
変換の確定

文字入力モード
を押すと文字入力モードが切り替わり、文字入力画面

右上に現在選択されている入力モードがアイコン表示され
ます。

アイコン 入力モード
漢 漢字・ひらがなモード
カ 全角カタカナモード
ｶﾅ 半角カタカナモード
Ａ 全角英字モード

半角英字モード
１ 全角数字モード

半角数字モード
記 全角記号モード

半角記号モード
絵 絵文字入力モード

44

文
字
入
力



メモ

入力する内容によって一部選択できないモードもあり
ます。

文字の入力
文字入力モードを選択し、ダイヤルキーを繰り返し押して
文字を入力します。

メモ

同じキーの文字を続けて入力するには、 を押して
カーソルを右に移動させます。
文字確定前に を押すと、割り当てられた文字が逆順
に表示されます。
文字を入力した後に を押すと小文字に変換すること
ができます。
（例）「ゆ」の後に を押すと「ゅ」に変換されます。
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漢字変換
漢字・ひらがなモードでひらがなを入力後、漢字に変換する
ことができます。

変換次候補

確定
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メモ

を繰り返し押すと順次変換候補が表示されます。
変換中に を押すと変換の文節位置が変わります。
を繰り返し押して変換候補の表示が一巡すると、自動

的に文節を 文字減らして変換を継続します。

文字の消去／修正
入力した文字を消去するには、 で消去する文字にカー
ソルを移動し、 を押します。
カーソル移動後に文字を入力すると、カーソルの前に文字
を挿入します。
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本機で利用できるメールには、 メールとライトメールがあ
ります。

メール
インターネットを経由するメールです。パソコンや他社の
メール対応携帯電話機ともやり取りが可能です。
ライトメール

相手の電話機と直接通信して送受信するメールで、送信時
は相手の電話番号を宛先として指定します。
ウィルコムのライトメール対応電話機どうしでやり取りが
可能です。

ご注意

本機に保存されている メールやライトメールは、故
障、修理、その他取扱いの不注意によって消失する場合
があります。万一、保存されているメールが消失した場
合、当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承
ください。

メール
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オンラインサインアップを行う

オンラインサインアップサーバーに接続して メールアド
レスを登録します。

待受画面

［ ］

「メール」

「 メール」

「オンラインサインアップ」

「接続」

入力項目を選択
オンラインサインアップが完了すると、 メールアドレス、
パスワードなどのメールアカウント設定、ダイヤルアップ
設定が、本電話機に自動的に設定されます。
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メールを作成／送信する

待受画面

［ ］

「メール」

「 メール」

「 メール作成」

メール作成画面

入力項目を選択
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宛先（ ）を入力する

メール作成画面

宛先（ ）を選択

「電話帳を開く」：電話帳から選択
「直接入力」 ：アドレスを直接入力
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題名（ ）を入力する

メール作成画面

題名（ ）を選択

題名入力画面

題名は全角 文字（半角 文字）まで入力できます。
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本文（ ）を入力する

メール作成画面

本文（ ）を選択

本文入力画面

本文は全角 文字（半角 文字）まで入力できます。
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メールを送信する

メール作成画面

「送信」を選択

メモ

宛先を入力しないと［送信］は押下できません。

メールを保存する
作成中の メールを下書きとして送信 に保存します。

メール作成画面

「下書き保存」
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メールを受信する

自動で メールを受信する
メールを自動で受信することができます。自動で受信する
には、オンラインサインアップの メール自動受信が「 」
に設定されている必要があります。

ご注意

受信によって受信 の メールが 件を超える
場合や、保存先の空き容量を超える場合は、保護されて
いない既読 メールが日付の古い順に削除され、新し
い メールが受信されます。大切なメールは保護を設
定してください。

手動で メールを受信する

待受画面

［ ］

「メール」

「 メール」

「 メール問合わせ」
受信が完了すると待受画面で受信件数が表示されます。受
信件数が表示されている状態でセンターキーを押下すると
受信 が表示されます。

55

メ
ー
ル



受信した メールを表示する
受信した メールは受信 に保存されます。受信
には、受信 とユーザ受信 ～ があり、設定により
自動的にユーザ受信 ～ に振り分けることもできま
す。

受信 に保存された メールを表示する

待受画面

［ ］

「メール」

「 メール」

「受信 」

「受信 」または「ユーザ受信 ～ 」を選択
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受信 メール一覧画面

表示する メールを選択

受信 メール詳細表示画面
： メール内容をスクロール
：前／次の メールを表示
：受信 メール一覧に戻る
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メールを返信／転送する

受信した メールに返信する

受信 メール一覧画面

メールを選択

（ 受信 メール詳細表示画面）

「返信」

メール作成画面

メモ

宛先に受信した メールの送信元メールアドレスが
セットされます。題名は 付加され引用されます。
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受信した メールを転送する

受信 メール一覧画面

メールを選択

（ 受信 メール詳細画面）

「転送」

メール作成画面

メモ

本文に受信した メールの本文がセットされます。題
名は 付加され引用されます。
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ライトメールを使用する

ライトメールを作成して送信する
ライトメールには以下の入力項目があります。

項　目 内　容
宛先（ ） 宛先を入力します。
本文（ ） 本文を入力します。
アニメ絵文字 アニメーション絵文字を添付できます。

待受画面

［ ］

「メール」

「ライトメール」

「ライトメール作成」

ライトメール作成画面

入力項目を選択
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宛先（ ）を入力する

ライトメール作成画面
宛先（ ）を選択

「発信履歴」 ：発信履歴から選択
「着信履歴」 ：着信履歴から選択
「電話帳を開く」：電話帳から選択
「直接入力」 ：電話番号を直接入力
本文（ ）を入力する

ライトメール作成画面
本文（ ）を選択

入力した本文を保存
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アニメーション絵文字を添付する

ライトメール作成画面

［アニメ絵文字］を選択

アニメーション絵文字を選択

ご注意

アニメーション絵文字が入力されている状態で［アニ
メ絵文字］を選択すると、入力された絵文字が消去され
ます。
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送信する

ライトメール作成画面

［送信］を選択

メモ

宛先、本文を入力しないと［送信］は表示されません。

ライトメールの保存
作成中のライトメールを下書きとして送信 に保存し
ます。

ライトメール作成画面

「下書き保存」

受信したライトメールの表示
ライトメールを受信すると待受画面に新着ライトメールと
いう表示と受信件数が表示されます。
を押下すると、ライトメールの受信 内のライトメー

ル一覧が表示されます。

63

メ
ー
ル



受信 に保存されたライトメールを表示する

待受画面

［ ］

「メール」

「ライトメール」

「受信 」

「受信 」または「ユーザ受信 ～ 」を選択

受信ライトメール一覧画面

表示するライトメールを選択
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受信ライトメール詳細表示画面
：ライトメール本文をスクロール
：前／次のライトメールを表示
：受信ライトメール一覧に戻る
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受信したライトメールに返信する

受信ライトメール一覧画面

ライトメールを選択

（ 受信ライトメール詳細表示画面）

「返信」

ライトメール作成画面

メモ

宛先に受信したライトメールの送信元電話番号がセッ
トされます。
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受信したライトメールを転送する

受信ライトメール一覧画面

ライトメールを選択

（ 受信ライトメール詳細表示画面）

「転送」

ライトメール作成画面

メモ

本文に受信したライトメールの本文がセットされま
す。
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故障かな？と思ったとき

症状 対処方法
電源が入らない を 秒以上押してください

バッテリーを充電してください
電話がかけられ
ない

電波受信レベルピクトに が表示されて
いるときは、電波受信レベルが強くなる場
所へ移動してください
電話番号を正しく（市外局番から）入力し
てください
電話番号の後に を押してください
キーロックが設定されている場合は、キー
ロックスイッチを下側にスライドさせて
キーロックを解除してください
リモートロックがかかっている場合は、他
の電話から解除を行ってください

着信音が鳴らな
い

着信音量を上げてください
マナーモードに設定されている場合は解
除してください
安全運転モードに設定されている場合は
解除してください

付録
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症状 対処方法
電話が着信でき
ない

電波受信レベルピクトに が表示されて
いるときは、電波受信レベルが強くなる場
所へ移動してください
「着信拒否」が設定されていないか確認して
ください
電源が入っていることを確認してください

相手の声が聞
こえない

受話音量を上げて下さい
電波受信レベルが強くなる場所へ移動して
ください

自分の声が伝
わらない

相手の機器の受話音量を上げてもらってく
ださい
電波受信レベルが強くなる場所へ移動して
ください

キー操作ができ
ない

キーロックを解除してください
キーロックを解除してもキー操作ができな
い場合は を 秒以上押し続けて再
起動してください
再起動後は時計が「 年 月 日 時
分」になりますので、自動日時補正を
にしている場合は時計の設定を行って下さ
い
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症状 対処方法
充電できない アダプタをきちんとコンセントに差し

込んでください
アダプタのコネクタ端子をきちんと本機

の 端子に差し込んでください
本機の 端子部が汚れていないか確認
してください
と接続して充電している場合は、

ポートの電流出力を確認してください
バッテリーを利
用できる時間が
短い

圏外や電波の届きにくい場所でのご利用
や、メールのご利用が多い場合はバッテ
リーの消耗が早くなります
ディスプレイの明るさを下げてください
液晶画面点灯時間を短く設定してください

赤外線通信がで
きない

赤外線ポートどうしが 以内でまっ
すぐ向き合うようにしてください
正しく送信状態または受信状態になって
いることを確認してください
赤外線ポートが汚れていたり、障害物など
がある場合、また直射日光が強く当たる場
所や蛍光灯、赤外線装置の近くでは正しく
通信できない場合があります
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お問い合わせ窓口

下記のような内容はウィルコムサービスセンター
にお問い合わせください。
ご契約内容　（加入・変更・引越等）
月額基本料金・通話料等
オプションサービス・修理のご相談
サービスエリア
電話機の紛失
その他、通信サービス

総合窓口（通話料有料）
ウィルコムの電話から
他社ケータイ、固定電話などから
［オペレータ対応時間］　 ～ 　（年中無休）
※「だれとでも定額」の無料通話対象となります。

各種お手続き（通話料無料）
ウィルコムの電話から
他社ケータイ、固定電話などから
［受付時間］自動音声応答にて 時間受付（年中無休）

オペレーターが受付けした各種お手続きは、内容により
手数料がかかります。
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店舗でのご相談、お手続き
最寄のウィルコムプラザおよびウィルコムカウンターは
下記ウィルコムホームページのショップ検索で検索する
ことができます。事前に各店舗のお取り扱い業務とお持
ちいただくものをご確認ください。

修理を依頼される時
保証期間中の修理の場合

ウィルコムサービスセンターまたはエイビットサポート
センターにお問い合わせください。保証書の保証規定に
より、無料で修理いたします。
保証期間を過ぎている場合

修理によって機能が回復可能でお客様がご希望の場合
は、有料で修理を承ります。
修理の際、連絡していただくこと
製品名、お買い上げ年月日
故障または異常の状況を具体的に、できるだけ詳しく
（どのような症状か・どんなときに症状がでるか・いつ
もでるか・時々なのか）
お客様のご氏名、ご住所、電話番号
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エイビット製品に関するご相談、お問い合わせ
製品についてのご相談や取扱方法は、お買い求めの購
入店、または下記のエイビットサポートセンターにお
問い合わせください。

株式会社エイビット（製造元）
エイビットサポートセンター（通話料有料）
受付時間：月曜日～金曜日　 ～

（土・日・祝および当社休日を除く）
電話番号：
：

〒 　東京都八王子市南町 エイビット南町ビル

補修用性能部品の最低保有期限
本機の補修用性能部品は製造打ち切り後、７年間保有し
ています。
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な
部品です。
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索引

あ
暗証番号の変更

か
ガイドスクリーン表示
各種メニュー画面の基本操作
サブメニューの操作
ファンクションキーの操作
メインメニュー
各部の名称と機能
キー操作の基本

さ
充電する

アダプタ（別売）を使って充電する
ケーブルで充電する

操作ガイド表示エリア

た
ディスプレイ
電源を入れる／切る
電源を入れる
電源を切る
電池残量の表示
電波受信レベルの表示
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電話
通知／非通知を指定してかける
電話番号を入力してかける
電話を受ける
時計の設定
自動日時補正の設定
日付と時刻の設定

な
内容物・付属品の確認

は
ピクト表示

ま
メール
メール
ライトメール
文字入力
漢字変換
文字入力画面とキー操作
文字入力モード

ら
ライトメール
受信したライトメールに返信する
受信したライトメールの表示
受信したライトメールを転送する
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ライトメールの保存
ライトメールを作成して送信する

英数字
アダプタ
メール
メールを作成／送信する
オンラインサインアップを行う
自動で メールを受信する
受信した メールに返信する
受信した メールを転送する
受信した メールを表示する
手動で メールを受信する
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メモ
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本
保
証
書
は
、保
証
書
記
載
内
容
に
基
づ
き
、無
償
修
理
を
お
約
束
す
る
も
の
で
す
。

万
一
保
障
期
間
内
に
故
障
し
た
場
合
は
、ウ
ィ
ル
コ
ム
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

上
記
に
記
入
の
な
い
場
合
は
有
償
修
理
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

品
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ト
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ォ
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ご
住
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電
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番
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）　
　
　
　
－

店
名
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所

電
話
番
号

お
買
い
上
げ
日
よ
り
１
年
間
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＜保証規定＞
取扱説明書・本体ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で故
障した場合には、保証期間内に限り無償修理いたします。
保証期間内でも次のような場合には有償修理となります。
使用上の誤り・不当な修理や改造による故障や損傷。
使用上、取扱上の過失（落下、水没等）または事故による故障や損傷。
不当な修理や改造による故障や損傷。
落下、ぶつけてしまったことによる故障や損傷。
車両、船舶への搭載などに使用された場合の故障や損傷。
本保証書のご提示がない場合。
雨や水、または液状（ジュース、コーヒー、油等）のものに濡らし
てしまったり、水やお湯の中に落としてしまったことによる故
障や損傷。または水濡れや湿気等の痕跡がある場合。
本保証書にお買い上げ日（年月日）・お客様名・販売店名の記入が
ない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。

機器の損害状況によっては修理できない場合もあります。
本書は日本国内においてのみ有効です。

当社が関与していない接続機器、ソフトウェアとの組み合わせに起因
した故障や損傷については有償修理となります。
本商品の故障による営業上の機会損失等、付随的損害については、
一切補償いたしません。
本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
この保証書は、本書に明示した期間・条件のもとで無償修理をお約
束するものです。
したがって、本書によって保証書を発行している者（製造元）及び
それ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するもの
ではありません。
保証期間経過後の修理等についてご不明の場合はウィルコムサー
ビスセンターにお問い合わせください。

製造元：株式会社　エイビット
〒 東京都八王子市南町
ホームページ ：
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